






要約:昭和 61 年からの 3年間に当科に入院し、手術を施行された新生児のうち、出生前検

査によって胎児あるいは母体に異常が発見され、何らかの周産期管理が行われた4例を対

象に、その状況を調査した。産科を持たない当院では産科医からの相談であらかじめ入院

の受け入れ準備を整えるのも周産期管理の一つであった。出生前診断は出生直後の手術の

要否は別にして、発見された異常を考慮に入れた周産期管理を余裕をもって検討できる点

で極めて有利と思われた。 


